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Abstract 

Careproctus is one of the most species-rich genera within the snailfish family Liparidae and is distributed in cold and 

temperate waters worldwide. Some species of Careproctus are known to deposit egg masses inside the gill cavity of 

lithodid crabs, but the spawning habits of other species remain largely unknown. During the surveys conducted by 

Aquamarine Fukushima off Rausu in Hokkaido, Japan, we found snailfish egg masses attached to gillnet ropes and 

wooden debris obtained at depths of 450–600 m. These egg masses were transported to Aquamarine Fukushima, where 

they were kept in an aquarium and allowed to hatch. Molecular analysis of the larvae and juveniles indicated that the 

egg masses on the gillnet ropes were of C. macrodiscus and those on the wooden debris were of C. marginatus. 

Morphological characters of the eggs, larvae, and juveniles were recorded. 

 

Key words: Careproctus; Nemuro Strait of Hokkaido; Rausu; spawning substrate; deep sea; Aquamarine 

Fukushima 

 

緒言 

クサウオ科（Liparidae）魚類は大型の付着沈性

卵を産出することが知られているが、その産卵生

態に関する情報は極めて限られており、一部の種

において底生基質や他生物を利用する例が報告

されているにすぎない（Busby et al. 2006; Gardner 

et al. 2016）。他生物を産卵基質として利用した例

としては、古くからタラバガニ科の鰓腔内に産出

されたクサウオ科魚類の卵塊が知られており、卵

径やふ化仔魚の形態から、コンニャクウオ属魚類

のものである可能性が示唆されてきた（中澤 

1915; Rass 1950; Vinogradov 1950; Hunter 1969; 

Busby et al. 2006; Gardner et al. 2016）。コンニャ

クウオ属 Careproctus には、150 種以上が知られ

ており、このうち約 60 種が北太平洋に分布する

（Fricke et al. 2025; Orr et al. 2025）。本属はクサ

ウオ科（スズキ目：カジカ亜目）の中でも深海で

最も多様化した属のひとつである（Gardner et al. 

2016）。近年、ふくしま海洋科学館が実施してい

る北海道羅臼沖での調査において、イバラガニモ

ドキの鰓腔内に産卵するコンニャクウオ属 2 種

が明らかにされたが（松崎ら 2020）、同海域にお

けるその他の産卵基質の報告は本属では知られ

ていない。2024 年に同海域で実施された調査に

おいて、タラバガニ科の鰓腔内以外の基質に産み

付けられたクサウオ科のものと推定される卵塊

が採集された。本研究では、これらの卵塊につい

て行った育成試験、DNA 解析による種特定、産
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卵基質と仔稚魚の形態観察の結果について報告

する。 

 

材料および方法 

卵塊の採集と管理 

北海道羅臼沖で実施されている水深 450–600 m

の深海刺網漁において、2024 年 6 月 25 日にクサ

ウオ科と考えられる色彩および付着基質の異な

る 2 タイプの卵塊が確認され、各タイプにつき 3

卵塊ずつ採集された。採集後は、羅臼漁業協同組

合が管理する深層水施設（水温 1.3–6.0 ℃）で一

時畜養された後、航空輸送によりふくしま海洋科

学館の同一水槽に搬入された。水槽は、水量 0.729 

m3（180×90×45 cm）、水温 2.5–3.0 ℃で維持した。

海水は当館近隣で取水したものを濾過し、紫外線

殺菌灯処理を施した後に使用した。水槽内は無照

明下とし、浮上設置したプラスチック製容器（10

×10×5 cm）に卵塊を収容し、水流ポンプにより

水流を常時あてた。 

 

ふ化後の育成 

ふ化後は、水槽内に浮かべたポリカーボネー

ト製30 L容器にふ化仔魚を収容し、常時微弱な

曝気、通水を行う環境下で育成を行った。 

また、初期餌料はアルテミア幼生、冷凍コぺ

ポーダを与え、徐々に冷凍ブライン、ミンチ状

にしたツノナシオキアミへと切り替えて育成を

行った。 

 

観察と計測 

卵の観察には双眼実体顕微鏡を用い、卵径を

小数点第1位まで測定した。また、漁網ロープに

付着していた卵塊のみ3卵塊から各10粒の重量を

測定し、卵塊の総粒数を推定した。飼育管理中

に死亡した個体は冷凍し、形態観察およびDNA

分析に使用した。形態の観察は、10 %飽和ホル

マリン溶液で固定後、50 %イソプロパノールに

置換して計数・計測方法はOrr and Busby（2006）

に、頭部感覚孔の配列表記はStein et al.（2001）

に従った。一部の標本の計数はアリザリンレッ

ドで硬骨を染色して行った。標準体長はSLと表

記した。死亡個体の一部は京都大学の魚類標本

コレクション（FAKU）に登録・保管されてい

る。 

 

ミトコンドリアDNA（mtDNA）分析 

全DNAは、99 %エタノールで固定された死亡

個 体 （ n=4 ） か ら Wizard® Genomic DNA 

Purification Kit（プロメガ）を用いて抽出し、

Folmer et al.（1994）で設計されたプライマー

（LCO1490: 5’- GGT CAA CAA ATC ATA AAG 

ATA TTG G -3’; HCO2198: 5’- TAA ACT TCA 

GGG TGA CCA AAA AAT CA -3’）を用いてCOI

遺伝子領域の部分塩基配列約700塩基対をPCR

法により増幅した。PCR反応液は、1.0 µlのDNA

溶液、5.0 µlのKAPA2G Robust HS ReadyMix with 

dye（日本ジェネティクス）、それぞれ1.0 µlの5 

pmolプライマーに2.0 µlの超純水を加えて総量

を10 µlとした。PCR反応は、94 ºCで5分間加熱

後、94 ºC 15秒、45 ºC 15秒、72 ºC 30秒の

温度サイクルを30回繰り返し、最後に72 ºCで7

分間の伸長を行った。得られたPCR産物は、

ExoSAP-IT Express（サーモフィッシャー）によ

り精製した後、ユーロフィンジェノミクスの受

託シーケンスサービスを用いて塩基配列の決

定を行った。本研究で決定した配列は、国際塩

基配列データベースに登録されている

（LC904118–LC904121）。得られた配列に最も

類似する配列の検索にはNational Center for 

Biotechnology InformationのBLAST（Basic Local 

Alignment Search Tool; https://blast.ncbi.nlm. 

nih.gov/Blast.cgi）を用いた。 

 

結果 

Careproctus macrodiscus   

オホーツクコンニャクウオ 

（Fig. 1） 

 

産卵基質と卵塊の状態 

 刺網の漁網ロープ（直径20 mm）に産み付けら

れた卵塊は乳白色であった（Fig. 2A）。卵はほぼ

球形、やや乳白色で半透明、卵径4.8-5.4 mm（平
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Fig. 1. A juvenile of Careproctus macrodiscus at 

300 days post-hatching. 

 
Fig. 2. Careproctus macrodiscus, A: eggs mass attached to a gillnet rope; B: magnified view of eggs; 

C: newly hatched larva; D: specimen in aquarium at 180 days post-hatching. Scale bars indicate 1 mm. 

均±標準偏差＝5.1±0.1 mm, n＝5）であった（Fig. 

2B）。1卵塊の推定総卵数は平均162粒（n＝3）で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺伝子解析 

 2個体の稚魚（FAKU 153618, 153620）から得ら

れたCOI遺伝子の部分塩基配列592 bpは完全に一

致した。これらの配列に最も類似する配列はOrr 

et al.（2019）によるオホーツクコンニャクウオの

配列（FAKU 200526: LC380008）であり、一致率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は99.8 %であった。 

 

形態観察  

ここで用いた標本の一部はFAKU 153618、

153619、153620、153621として登録・保管されて

いる。ふ化仔魚（12.9–14.8 mm SL, n＝3）とふ化

後180日齢稚魚（24.5–26.4 mm SL, n＝6）の形態を

観察した。 

体長に対する頭長の比率は25.4–28.3 %（ふ化仔

魚で26.0–28.3 %、ふ化後180日で25.4–26.8 %）。頭

部感覚孔の配列は2-5-6-2で、下顎先端の感覚孔は

2個で互いに離れている。両顎には単尖頭の歯が

並ぶ。鰓孔は小さく、その下端は胸鰭基部上端に

達しない。腹吸盤はふ化仔魚で頭長の31.2–37.8 %、

ふ化後180日では頭長の41.3–42.2 %。鼻孔は1対。

背鰭軟条数は48–51（仔稚魚間で明瞭な差異なし）、

臀鰭軟条数は40–48（ふ化仔魚で40–43、180日で

40–48）。胸鰭軟条数は23で、胸鰭上葉の軟条先端

はやや伸長し、その先端は臀鰭起部を超える。ふ

化仔魚、180日後ともに生時の体色は一様に薄桃

色で、目立った黒色素胞などは見られない（Fig. 

2D）。仔稚魚の体長は、ふ化時直後で平均14.2 mm  
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Fig. 3. A juvenile of Careproctus marginatus in 

aquarium at 450 days post-hatching. 

SL（n＝5）、180日で平均25.6 mm SL（n＝3）、

430日で37.5 mm SL（n＝2）であった。形態観察

を行った個体は、Kido（1988）のオホーツクコン

ニャクウオの成魚の記載と概ねよく一致したが、

ふ化仔魚の背鰭軟条数と臀鰭軟条数はやや少な

い値となった（成魚ではそれぞれ50–55, 44–48: 

Kido 1988）。 

 

飼育記録 

2024 年 8 月 10 日よりふ化が始まり、10 月 10

日で終了し、計 315個体の仔魚を得た（Fig. 2C）。

ふ化後 180 日目の時点で 3 個体が生存し、432

日目に最後の 1 個体が死亡した。 

 

Careproctus marginatus  

ヒレグロビクニン 

（Fig. 3） 

 

産卵基質と卵塊の状態 

 木枝に産み付けられた卵塊は琥珀色であった

（Fig. 4A）。卵はほぼ球形、淡琥珀色で半透明、

卵径3.8–4.5 mm（平均±標準偏差＝4.3±0.1 mm, n

＝5）であった（Fig. 4B）。卵塊の推定総卵数は不

明であった（一部腐敗脱落のため、計測不可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺伝子解析 

 2個体の稚魚（FAKU 153622, 153624）から得ら

れたCOI遺伝子の部分塩基配列592 bpは完全に一

致した。これらの配列に最も類似する配列はOrr 

et al.（2019）によるヒレグロビクニンの配列

（FAKU144616: LC337285）であり、一致率は

100.0 %であった。 

 

形態観察  

 ここで用いた標本の一部はFAKU 153622、

153623、153624として登録・保管されている。ふ

化仔魚（19.5–20.0 mm SL, n＝6）とふ化後360日齢

稚魚（36.0–36.9 mm SL, n＝5）の形態を観察した。

体長に対する頭長の比率は29.2 %（ふ化後360日）

–31.0 %（ふ化仔魚）、頭部感覚孔の配列は2-5-6-2

で、下顎先端の感覚孔は左右明瞭に離れる。両顎

には幅広い単尖頭（ふ化仔魚）あるいは三葉状（ふ

化後360日）の歯が並ぶ。鰓孔は小さく、その下

端は胸鰭基部上端に達しない。腹吸盤はふ化仔魚

で頭長の27.0–28.0 %、ふ化後360日では頭長の

24.4 %。鼻孔は1対。背鰭軟条数は48–49、臀鰭軟

条数は40–41。胸鰭軟条数は25–28で、胸鰭上葉の

先端は臀鰭起部を超え、下葉の鰭膜が切れ込む。

ふ化仔魚では生時、体色はほぼ一様に暗色。360

日後では、生時の体色は青紫色で頭部の目よりも

下方は暗色。背鰭・臀鰭の後半部と尾鰭、胸鰭は

幅広く暗色を呈する（Fig. 4D）。仔稚魚の体長は、

ふ化直後で平均8.3 mm SL（n＝3）、360日で平均

38.7 mm SL（n＝4）、450日で平均72.8 mm SL（n

＝2）であった。形態観察を行った個体は、Kido

（1988）のヒレグロビクニンの成魚の記載と概ね

よく一致し、鰭条もふ化した段階でほぼ定数に達

しているものと考えられた。しかし、ふ化仔魚の

両顎歯は幅広く不完全な三葉状であったが、ふ化

後360日には完全な三葉状となり、成長に伴い変

化する可能性が高い。 

 

飼育記録 

 2024 年 7 月 16 日よりふ化が始まり、9 月 7

日に終了し、約 1000個体の仔魚を得た（Fig. 4C）。

ふ化後 180日目の時点で 396個体が生存し、473

日目での生存数は 16 個体となった。 

 

考察 

クサウオ科には少なくとも 32 属 450 種が知

られているが（Fricke et al. 2025; Orr 2025）、そ 
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Fig. 4. Careproctus marginatus, A: eggs (arrow) mass deposited on a wooden piece; B: magnified view of 

eggs; C: newly hatched larva; D: specimen in aquarium at 360 days post-hatching. Scale bars indicate 1 mm. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の繁殖生態と卵発生に関する知見は浅海性のク

サウオ属Liparisでの報告事例が多い（Ehrenbaum 

1905; Able and Musick 1976; DeMartini 1978; 

Marliave and Peden 1989; Chernova et al. 2004; Orr 

2004; Stein 2005, 2006; Orr and Busby 2006; Orr and 

Maslenikov 2007; Knudson and Møller 2008; Busby 

and Cartwright 2009; Baldwin and Orr 2010; Stein 

2012a, b）。これまで自然物や他生物を産卵基質

とした利用した例として、クサウオ属では、東太

平洋に分布する Liparis fucensis が二枚貝の殻や

多毛類の棲管などの生物基質を利用すること

（DeMartini 1978; Marliave and Peden 1989）、ミ

サキビクニン属 Allocareproctus では、アリュー

シャン列島に分布するAllocareproctus unangasが

八放サンゴ Primnoa sp.の柄に産卵することが知

られている（Busby et al. 2006）。一方，コンニャ

クウオ属魚類では、北極海に分布する

Careproctus fulvus の卵が海綿類の中から発見さ

れた例や北太平洋に分布するヒガシコンニャク

ウオ Careproctus ambustus、アラスカビクニン

Careproctus colletti、オグロコンニャクウオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Careproctus furucellus、テングコンニャクウオ

Careproctus simus お よ び ア イ ビ ク ニ ン

Careproctus cypselurus の卵がタラバガニ類の鰓

腔内から発見されている例のみである（Gardner 

et al. 2016; 松崎ら 2020）。したがって、今回の

ような漁網ロープや木枝を産卵基質とするコン

ニャクウオ属魚類は初めての報告となる。 

 オホーツクコンニャクウオでは漁網ロープが

産卵基質として利用されたが、深海性クサウオ

科魚類の中には他の人工物を産卵基質として利

用する例も一部の種で知られている。オオバン

コンニャクウオ属のオオバンコンニャクウオ

Squaloliparis dentatus ではエビ籠のロープへの産

卵（Poltev and Steksova 2010）、インキウオ属の

アオインキウオ Paraliparis rosaceus では係留索

への産卵（Overdick et al. 2014）が報告されてお

り、複数の属でロープ状の基質が産卵に利用さ

れやすい可能性が考えられる。 

当館は 2004 年より北海道羅臼沖での調査を

実施しており、漁業者からの聞き取りによると

本海域でもオホーツクコンニャクウオのもの
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と思われる卵塊が、漁網ロープや係留索から

度々採集されている（藤本氏ら 私信）。また、

当海域のアイビクニン Careproctus cypselurus、

オグロコンニャクウオ Careproctus furcellus は、

イバラガニモドキ Lithodes aequispinus の鰓腔内

に産卵することが報告されているが（松崎ら

2020）、この報告以降も毎年複数回採集されて

いることから（日比野 未発表データ）、これら

2 種は安定的に産卵基質としてタラバガニ類を

利用していると考えられる。さらに、羅臼沖に

生息するアゴヒゲビクニン Careproctus mederi

では、フットボール型の卵を産出することが知

られており（Kai et al. 2024）、このような特異

的な卵型は、特殊な産卵基質の存在を示唆する。

これまで同海域の水深 200 m 以深から 20 種を

こえるクサウオ科魚類が確認されており、これ

らの種も含めたさらなる研究が今後必要だと

考えられる。 
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